（仮称）東大和市総合福祉センター建設に関する陳情
陳情趣旨
（仮称）東大和市総合福祉センターの整備及び運営に関する協定を締結した社会福祉法人友遊会の事業計画が基本計画と合致すると言えるのか、東大和市議会として検証してください。

陳情理由

2013年4月12日に秋田県の社会福祉法人友遊会との（仮称）東大和市総合福祉センターの整備及び運営にあたる協定が締結されました。このセンターは東大和市が東京都から土地を購入し運営法人に30年間無償貸与することを条件に市民の意見を反映させた基本計画を踏まえ、東大和市民のため、東大和市の福祉の底上げのために建設されるものです。

　しかし法人決定から今まで提示されてきている建築物の図面や事業内容は基本計画策定時の市民の期待するものとは相違点が多く、内容も不明な点が多いことから、すでに多くの関係者から不安の声が上がっています。にもかかわらずその市民の不安を解消するための仕組み（たとえば関係市民を含む検討委員会の設置など）は現在のところ検討されておりません。

　東京都の補助金を申請するためには今夏までには実施計画が確定される予定であり、その直前に開催される予定の市民説明会で市民からの要望が出ても、大きく計画に反映されることは極めて難しいと言えます。このままでは東大和市のための総合福祉センターであるはずが、一法人の一事業所に過ぎないものとなってしまう危険性があります。
　また、みのり福祉園利用者の個人情報の開示の問題、突然の友遊会理事長による保護者向け説明会での内容は法人と市との関係性を含む、さらに大きな不安材料となっています。

　平成24年12月議会で市長は基本計画にのっとり対応していくと答弁されています。現在、市と友遊会との間で進められている計画が基本計画に沿っていると言えるのか、また市が責任をもって関わっているのか、議会として検証いただくよう陳情いたします。
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